
 第 216 回　 河川文化　  を語る 会

日時： 2025 年３ 月９ 日 ( 日） 14： 00  ～ 16： 30

会場： ウ イ ンク あいち 1204 会議室

参加費
無料

WEB から のお申込みはこ ちら

 Ⅰ.「 半田運河と 共に歩んだミ ツ カンの考える 水の文化と は」 ～やがて、 いのちに変わる も の。 ～

       講師： 株式会社 Mizkan　 CRM 本部広報部 部長　 亀山　 勝幸

プロ グラ ム

 Ⅱ. 「 川から 眺めた英国運河の風景と 文化」

       講師： 名古屋工業大学　 社会工学科　 助教　 中居　 楓子

講 演 要 旨

河川文化は水の文化であり 、 私たち生命の源でも あり ま す。 1804 年に愛知県半田の地で酢の醸造を始めた

ミ ツ カンは、 いい水を 大事にし て歩んでき た企業であり 、 1999 年「 水に感謝し 、 水の大切さ を 伝える 」 た

めに「 ミ ツ カン水の文化センタ ー」 を 設立し ま し た。 今回はこ のミ ツ カンから 亀山勝幸広報部長をお招き し 、

みなさ ま と 水の文化について語り 合いたいと 思いま す。

ま た水の文化のも う 一つの視点と し て、 ミ ツ カンの発展、 江戸前寿司の礎と なっ た舟運の存在があり 、 今は

存在感が薄れている 運河文化についても 触れま す。 こ の話題につき ま し ては 2023 年英国に赴任し 、 英国の

運河文化と その風景を 体感さ れた名古屋工業大学の中居楓子さ んも 交え新たな運河の活用など にも 目を向け

た未来を語り 合いたいと 思いま す。 今回の講演会を踏ま え、 風情の残る 半田運河やミ ツ カンミ ュ ージアムな

ど にも 足を 運んでいただき ま し たら 幸いです。



講 師 紹 介

亀山　 勝幸 氏（ 株式会社 Mizkan　 CRM 本部広報部 部長）

1995 年株式会社 Mizkan に入社

現職にて Mizkan の広報活動の責任者を担当。

社会貢献活動の一貫と し て、「 水の大切さ 」 を

伝える 水の文化セン タ ーの活動にも 取り 組んでいる 。

京都大学大学院情報学研究科にて情報学の学位を 取得後， 2018 年よ り 名古屋

工業大学の環境都市分野助教， 2023 年よ り 1 年間客員研究員と し て英国ユニ

バーシティ ・ カレ ッ ジ・ ロ ン ド ン の都市空間情報解析セン タ ーに在籍， 2024

年よ り 同セン タ ー名誉准教授 . 専門はシミ ュ レ ーショ ンやデータ 解析によ る 都

市防災， 地区防災計画． 三重県， 愛知県内自治体にて都市計画審議会， 立地

適正化計画防災指針改定の委員等と し て携わっている ．

中居　 楓子 氏（ 名古屋工業大学　 社会工学科　 助教）

申込方法・ アク セス

①氏名 ②( 勤務先 ) ③E-m ail ま たは グーグルフ ォ ーム

④職種 （ 建設コ ンサルタ ント ， 建設会社， その他民間企業，

行政， 財団 / 社団， NPO 等川や水の活動， 学生， その他）

⑤二種正会員 ( 個人会員 )/ 一般の別 を明記の上、

E-m ail・ グーグルフ ォ ームのいずれかから お申し 込みく ださ い。

※②と ④の記載は任意です。

【 申込先】 ●日本河川協会「 河川文化を 語る 会」 事務局　

※ 問合せ先を ご参照く ださ い

E‐ m ail：  kataru@japanriver.or.jp

★表面の QR コ ード を 読み取って、

受付フ ォ ームから も お申し 込みいただけま す。 

※ 定員になり し だい締め切ら せていただき ま す。

【 本件に関する お問い合わせ先】

公益社団法人 日本河川協会　（ 担当： 志賀・ 百武）

東京都千代田区麹町 2-6-5　 麹町 E.C.K ビ ル 3F

TEL： 03-3238-9771

FAX ：  03-3288-2426

E-m ail ：  kataru@japanriver.or.jp

【 主催】 公益社団法人　 日本河川協会 【 共催】 愛知・ 川の会

本講演会は河川財団によ る

河川基金の助成を受けて開催し ており ま す。

右： ヨ ーロ ッ パの川の風景

左： ミ ツ カン 本社付近の半田運河

【 後援】 国土交通省 中部地方整備局　 愛知県　 　
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